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43･日本におけるコクゾウ (CalE7ndraolyjWeL.)の野外の麦における加害と産卵 桐谷圭治

(京都大学 出学部 昆虫学研究室)･松沢発 く香川大学 凸学部 応用昆虫学研究室)･新檎仁 (奈良県

波多野中学校)32.4.25受理

コクヅウによる野夕lの麦に対する加欝と産卵の状態を九州地方と近畿地方で調べた.その結果,九

州地方では変の収穫前に,コクゾウによって加毘 産卵されることがわかった･近畿地方ではその

程皮は,はるかに少い.また野外の麦に加乱 産卵するのはコクゾウのみで, ココクゾウは見られ

ない.この違いは前者は飛ぶ能力があるが後者はその能力がないことによることを明らかにした.

ま え が き

コクゾウ (ColandraoyyRM L.)は,高配地相で

は畑の成熟した麦粒に産卵し,収位と同時に局内にも

ちこまれ加告繁殖をつづける,いわゆるクロス型1)の

生活史をもつ貯殺苦虫である.我国では,このような

点についてのコクゾウの生態はわかっていない.コク

ゾウによる野外の麦での加害産卵の実憩を明ら▲かにす

ることは,コクゾウの防除上に大へん玉安なことであ

ち.ここにその調査結果を報告する.大阪近郊の調査

は桐谷が,宮崎市では松沢が,奈良,三式両爪の爪墳

地相では桐谷,新が行うた.飛押実験は桐谷がおこな

った.

.これを報告するにあたり.御指等を賜わった京都大

学氏学部昆虫学研究室の円田俊郎教授に厚くお礼を申

しあげる.

麦畑におけるコクゾウの出現

宮崎市の場合

1954年 5月,宮崎市北3;E3で相当おぴたゞしいコク

ゾウの麦畑への飛来をみた(節 1図).1この附近は麦畑

中に人家が点在するような麦作地手持で半径 500mの地

Fig.1.Pointsofcollectingtllericeweevil
inwheatfieldswithinaradiusof500m 王n

thenorthernpartofMiyazakiCityinMpy,
･1954.

Tableユ.Therelation;hipbetweenthedistancefrom probablesourceand
thendmberofweevilsemerged. Osakn,from MaytoJulyin1954.
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域内には麦以外の作物はほとんどない.コクゾウの出l
現はもっぱら人家に近い圃場に限られ まったく人家

のないような地村では田場にコクゾウが飛来出現する

ことはまずみられない.

コクゾウの田場におけ81出現状態は,いちぢるしく

弟中的な分布をしめす.ある圃場では,1,稼あたり1

-4頭も発見されるのに隣の圃場では,ほとんど見ら

れないことも稀ではない!また多い時には,1松に50

頭内外のコクゾウが見られ その食害によって多くの

･空稀ができる.･こんな時には成虫が葉上,持上,地上

部を歩行または飛期によって移動し,交尾中のものも

多く見られる.

大阪近郊の場合

この地方では,宮崎で見られたような高密度のコク

ゾウの飛来は見られない. 1954年 5月中旬より7月

上旬にわたって絵延採集時間1300分でわずかに71頭の
コクゾウが採袋されただけで宮崎にくらべるとはるか
に低い価である.性比は47.5%でわずかに平が多かった.1栢あたりの密度は多くは1頭で2頭以上発見されたのは最高の7頭をふく.めて4例しかなかった･コクゾウの発見された麦畑からそれに厨も近い人家までの距離と,コクゾウの発見頻度の関係を第 1表にしめした.人家から離れるにつれてコクゾウの発見される加数は減少している.200∫ヰ以上で逆手と頻度が高くなっているのは,これ以上の距離ではコクゾウの発見が主として作為的によるため調査畑数が少く見研られた

Fig.2.Showinganexampleoflmskedwheat
fieldinfestedbythericeweevilinthenorth-
easternpartofOsakePrefectureonMay31,
1954.Alltheweevilsthatwerecollectedcon-

centratedonlyatA3ridge.
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ためと思われる.コクゾウの密皮が低いため,その麦

畑における分布の袋中性は明らか七はないが,1954年

5月31日,大阪近郊で調査した畑の中もつともコクゾ

ウが多く見られたハダカ麦の1例をしめした(第2図).

1回目の調査ではA3の畝で22頭,2回目の6月 3

日には,A区の3畝を 1時間20分にわたり綿密に調

査してわずかに4頭を採集した.B区では1回,-2回

目とも1頭も発見できなかった.コクゾウの発見され

たA3畝でも全体に均等にはおらず中央部に点在的に

集中して発見された.

圃場におけるコクゾウの分布状態

官房で観察された田切におけるゴクゾウの分布状態

を採型的にしめすと第3図のように6つの型が見られ

A B _a

D t E F

Fig･3･Showingvarioustypesofinvasionby,
thericeweevil(hatchedareas)intowheat
fields.

ち.もちろんこの型も時間とともに変化することは云

うまでもない.Aのように片方の畝にそってキチンと

型にはまったような分布をしめすことがあり,Bのよ

うにAが分敵を始めたJ:うな状態をしめし七いること

もある. またCのように2方向から侵入した形跡が

はっきりと見 られることもあり,Dのように田場の片

隅から取付いた形跡をしめすものもある.時にはEの

ようにや 田ゝ場の内部に分布している.tともあり,F

のように田切全面に均等に鉱がった状態をしめすこと

もある.

麦の品種とコクゾウの飛来および産卵

第 2-4表は. 奈良三重の県境地W,大阪近郊,I

宮崎市におけるコクゾウと麦の品種の関係をしめした.

これら3地域における調査の方法はそれぞれ違 う.す

なわち奈良三重の県境地相では収穫前の麦畑から宙接

麦柾を採袋して実験室にもち帰 り室温に置乱､て羽化し

てくるコクゾウの存否を調べた･サンプル総数は 21,

その乾燥総重宝は 6,89軍gで,1つのサンプルの乾燥

式執 ま最低 33gから窮高 1,440gであった･探究場`

所とサンプル数は,それぞれ三重県上野市,小麦 3,

奈良県山辺郡波多野札 ハダカ麦 3,小麦 1,同郡豊

原村,小麦,ハダカ麦各々 1,大麦 2,同県宇陀郡室

生札 '大麦 3,同県天理市,小麦 3,大麦 1で海抜60

-500m におよ本地点から5月28日から7月 2日に

わたって採残した.

大阪近郊で_はー5月下旬串り7月上旬にかけて調べた.
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Fieldinrestationofwheat,barleyandlmskedbar一eybythericeweevilat3localities

(Tables214)･Note.: InOsakn andNara-.Mie,theinfesla【ion.bytllericeweevil
wasvery I王ght,noneofthefieldswasinfested evenHIight"ofMiyazakiCity.

Table2.Boundarylocality betweenNaraandM王ePrefectureinJune,1955.

Infestedsamples L Totalsamples Ihfestedpercent(fQ')

Tota一 l 7 1 21

Table3.Osakn vic王nity.From MaytoJuly王n1954.

.;eErFfe.;uhnOeirttecldieienvi･sI leo.tda!:xua-mbienredOf l'I,nfestedpercent(,0,,

Total l 9 1 34 1 21.0

Table4.MiyazakirCity.InMay,1954･

Numberof
infestedfields

He且vy
Morethan10

weevi一sperear)I(weeHe;sEZp;e:Sea,)II(wtee克i･E,hhei,nela,)

Totalnumber

ofJields

5月下旬に1枚,7月上旬に2枚の畑以外の 18枚の

矧 ま6月中に調べたものであ,-a.小麦,大安.ハダカ

麦別に全調査加数に対するコクゾウの発見された畑数

の割合をしめした.

宮崎市では,コクゾウが飛来している麦畑のみを対

象として, 1校あ1=りコクゾウ10所以上のものを強風

5頭内外を申爪f皮,1頭以下を軽皮の3段階にわけ,小

麦とハダカ麦でこの程皮を調Zfした.このため.3地

域を比較する切合,共通した基準は紺 こくいが,大阪,

奈良,三式をふくむ近畿地方では,ハダカ麦でコクゾ

ウの高い出現率がみられたが,宮崎市では大麦には普

通コクゾウはみられず,ハダカ麦,小麦に断然多くみ

られ,かつ被告の大きいものは.すべて小麦 (虫林36

号および60号)でハダカ安(3月ハダカ,宮崎ハダカ)

をはるかにしのいでいた.

圃場におけるコクゾウの産卵と羽化致

奈良.三正県坊地相

調禿方法は前にのべた通りで,サンプル採光後1ケ

月間にわたって羽化数を調べた･麦 1gあたり'のコク1

ゾウの羽化歓と,斑も近い氏家までの距舵とのBg係を

節5表にしめした.距離と感染率および羽化虫数の閃

Table5.There一ationship betweenthedistancefrom probablesourceand thenumberof

weevilsemerged. Boundary localitybetween Naraand MiePrefectureinJune,1955.

盟 :cnece(ir,0- ITotalsa-plesl等na窪,I;eeriof I ;net.ecsetnetd 閏 罪 htlF:ueem;≡:S三ofl-Te:dV7.,bseerre-:Erg-
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Tab一e6･Investigationsonawheatfield(40×25mtand30m tothenearestEarmer'sr.cs;dence)

infested by thericeweeviT. MiyazakトCityinMay,1954.(ReferalsotoFig'4).

係は,200m 以上のサンプルが少いため明らかな関係

はみられなかった.なお1柾の麦粒の乾燥式は平均約

1gである.

宮崎市 I
人家より30mはなれた両班40×25m空の小麦 (虫林

m0汁

R
E
;S
I
D

EtT呂

由NH
･4.0m 三

+ 宅,

Fig.,4.Themapofthewheatfie一dinvestigated.
･TIleresultsareglVeninTable6.Thenumeri･

calfigure in-each section represents the
.averagenumberofweevilsperear.

36号)の畑にコクゾウのおぴたゞしい飛来をみた.こ

のm]を1柑あたりのコクゾウの平均個体数により,0-

1軌 1-2頭,3-4乱 5JT-6ql内外,10疏以上の 5

区にわけ(第4図),各区より各 5々0柑ずつ任意にとり,

それよ り羽化したコクゾウ数を調づた. 結盟は節 6

表にしめした.1稼あたりの平均コクゾウ数の減少に

ともなって感染率も平均羽化虫数も減っている.3-4

頭区と 1-2頭区の間に感染率および羽化数の大きな

差がみられるが,これは区分けによる誤差とかんがえ

られる.

麦の熟度とコクゾウの産卵

宮崎市の10×10m空のハダカ麦 (宮崎ハダカ)の悶

場で,麦の熱度を5段階にわけ,麦が成黙するにした

がって田場より50枯ずつ任意に抽出して,それより羽

化脱出するコクゾウ数を調べた (第 7衷). なおこの

田場には調査後期に全面にわたってコクゾウが出現し

た.熱皮が ㌻すむにつれて感染率も羽化数も急激に_I日

加してくる.斑後には感染率も100%にたつし,-1穂

あたり平均約13頭も羽化した.

コクゾウの飛掬実験

この調査では,3-ク'ゾウの近緑柾であるココクゾウ

(Calandrasasakz'iTAh'̂tT̂STTⅠ) は安班上でも羽化

個体中にも発見されなかった.また麦根上で狩られた

コクゾウはすべて体色は黒化して中り羽化して日の浅

い赤褐色のものはみられなかった.

1955年6月4日, 宮崎市内の麦畑上にみられたコ

･クゾウを採井きし,300,70%R H.の条件下で飼育

し, その節1世代の個体を依って,室温300,300W

の電燈下30cmで,同心円状に重ねたシャーレの中央′

に1回約20疏ずつのコクゾウを15分間放置して飛糊

Table7.Theinfestationofstandingwheatbythericeweevilincreases

withthematurationofwlleat.MiyazakiCityinMay,1954.

Numberof

sa-bP輿 望 蓋 に憲 ::oiieiB .慧 慧 L"ImFe華 e千g.-Ll麺 .チ8I ? ITotallperear
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活動を調べた.､第1回の実験で飛ばなかった偶作を選

びそれについて2日後, および15日後の2回実験を

おこなった..その結果2日後では38.9%の飛邦率を

得たが15日後には班It)した榊肘ますべて飛んだ.(第
8表). この結果は田切で羽化紋日の掛 1個陣がみ ら

れないことと一致しているこ

Table8.TIle fHghtabi一ityoftIle
riceweevi日nre一ationtoitsaging.

Aging は,h?n･Ft芸昌｡nは tdearysは ed,a'6

- '･.-●二 _i .i
他方,京大昆虫学研究室で長年飼育している日本産

のココクゾウを上と同じ条件下で実験をおこなったが,

稀に飛m態勢をとって後辺を拡げろ個作があっても飛

軌できる佃休はみられなかった.

このことは,飛期能力の有紐が,コクゾウとココ9,

ゾウの加告様式に_根本的な迎いをもたらしている点,

注目されなくてはならない.

考 察

コクゾウの麦畑への飛来出現については,筆者の 1

人松沢71が宮崎市でハダカ麦の田場に多数のコクゾウ

を発見したがコクゾウの野外感鞄という点からは問超

は取り上げられなかった.また1部ココクゾウが況っ

ていたと報告されたが.これはコクゾウを誤認したも

のと考えられる.宮崎附近において田場全面にコクゾ

ウが3J5合,加亀､産卵するような状態は秋年に一皮泣

目撃できるが,おそらくこのような田場への放田飛来

は同地域内のどこかで毎年おこっていると恕像される.

このため小麦,'ハダカ麦の田切では多くの空班ができ

収範が半滅する田場もある.

貯勧告虫でもバクガ(SiLoLl･OgaCerealella)やマメ

ゾウ額 (Bruchhlae)は古くから野外感染という立場

から研究されている.コクゾウも,米国南部では, ト

ウモロコシ21や米17に野外産卵および加害することは

衆知のJ=LJi夫である.

真跡 こ現われるコクゾウは非常に城中的な分布をし

めしたが, こ､れがどういう践構によるか不明である･

一部には麦の品種と成熟皮が開拓していることは疑い

ない.

コクゾウの飛mには高温が必要である.また日射も

この時期の気温では活動性を高めるために必要で,空

った日や 200以下の日などには飛和はみられない.

飛河在駐は矧Elさにもよるが.少くとも飛来宙至よ り

ー1500m一以内では感染のおそれはある. Hindsand

Turner℡'は前年にコクゾウの飛来をみた トウモロコシ

畑より1マイルはなれた所に新しく作られた畑もコク

ゾウによって加召されたことを報告している.

コクゾウの野外加害および産卵は繭にゆくほどひど

くなt),この.調査でも宮崎と近畿地方では.その程肢

にいちじるしい差がみられた.九州や四国ではコクゾ

ウは麦の告虫と考えられているに反し,近畿地方では

被告の上でも米と麦ではほとんど違いがみられないの

ち,コクゾウの野列活動の程姥を反映したものと考え

られる.近畿以北では,この度合はますます低くなり

刃i北.北沿道などの地方ではコクゾウはもっぱら貯蔵

穀物の告山であると考えられる.

､他方,我国のココクゾウは飛和能力がなくそのため

野外では加ElI産卵はない.したがって近畿地方では,

コクゾウはどこにでも,ごく普通にみられるのに反し,

ココクゾウは.その分布拡大が米麦の移動に依存して

いるため局在的にしか発見きれない3)

しかし,ネパール5)やベルギー故コンゴーr')のココ

クゾウは,飛抑能力があるためそれぞれ トウモロコシ.

Sprghum に野外加害および産卵をする.

麦の品種とコクノウの飛来程度は,近畿の2地域で

はハダカ麦,宮崎市では小麦に多くみられた.前知忠

試の湘盃によると小麦よりハダカ麦にはるかに多かっ

た (四国秋冬作ブロック会議資料,1955). 奈良,J三

重脱硫地相で同時に調べたバクガでは,ハダカ麦 100

形,小安60%,大安43,0.'でコクゾウと同じくハダカ

麦に多かった (桐谷,未発表). しかし,少くとも大

麦にはコクゾウの飛来および加害産卵が他の2品種に

くらべて少いこと.また小麦とハダカ葵の追いはその

熟度との悶述において検討されなければならないと考

えられる.

吉田等81は宮崎方面で5月から6月中旬にかけてコ

クゾウが粒々の花を訪れ吸蜜することを報告した･

HindsandTurnere'もトウ<ロコシ,bS成熟するまで

コクゾウはモモやリンゴの未熟のものでその果汁を吸

って生存しているのではないかとのべている.大阪近

郊の安瓜に囲まれたイチゴの果実にコクゾウが多数先
まっているのを筆者の一人桐谷は観察している･

大阪附近では11月初旬には一部のコクゾウはすでに

創 1桝 にでて越冬しているが,この内の少くとも一部

は野外の賓如上に飛来して産卵すると考えられるが,

この吸蜜現毅と野夕川口告および産卵とが,どのような

開院をもつかを明らかにすることは,今度の重要な間

既である.

要 約

1.我国におけるコクゾウの田切における野夕日連敗ノ

245



防 虫 ■科 学 ∵蔚 ■22.琴一丁

の突潜を明らかにする目的で,1954年宮崎市および大

阪近部,1955年奈良 ･三重県坊地相で調査をおこなっ

た.

2.'コクゾウの田場への飛来の程舵は, 人家より離

れるにしたがって少くなる(第1図および第1表).し

かしその出現の様子は畑によって大きな差があり,節

著な頒中的分布をしめした (第1,2図).宮崎市と大

阪近郊ではその密度に大きな差があり,前者では1柾

に50頭もコクゾウがみられても, 後者では最高7頭

であり.総延採袋時間1300分でわずかに71頭のコク

ゾウが家相よりえられた.

3.コクゾウの田場内における種々の分布の型を模

式的に示した (第3図).

4.葬の品種とコクゾウの飛来数および感染率を調

べた. 奈良 .三重県境地碍 (笥 2表)および大阪近

郊 (第3表)ではハダカ賓に多かった.また宮崎市(第
4表)では小安に多かった.大葬はいずれの地域でも

少なかった.

5.宮崎市の小葵の田場で. 1栢あたりのコクゾウ

･の飛来密虻により1枚の畑を5区にわけ (節4図),各

区より50柏を任意抽出し羽化するコクゾウ数を調べた.

1栢あたり10頭以上の区では1校あたり平均14.64頭

のコクゾウが羽化したが. 0-1頭の区からは1頭も

羽化しなかった (第6表). 奈良 ･三重県墳地相でも

･個紘数は.:はるかに少いが野外産卵が実証さ申た･

(弟5表).

●6.葬の熱L1gと七 クゾウの産卵の関係を熟度を 5段

階にわけ,各区より50械ずつ抽出してそれより羽化す

る成虫数によって調べた.熟度がすすむにつれて感染

率も羽化数も急激に増加をみた｢(第7表).

7.コクゾウとココクゾウの飛邦雄カの比較実験を

おこなった.コクゾウは年齢がすすむにつれ七飛糊個

体が印加するが,ココクゾウは全く飛ばなかった (第

8表).この飛ぶ能力の違いが,前者では野夕川口害.症

卵をするに反し,後者t･はみられない結果をもたらし

ていると考えられる.
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R由umt…

1. From thestandpointofcontrol)ingtherice

weeviT,itis王mportanttomakeclearwhether

thefieldinfestationof.thestandingcropsbythe

riceLweevil(Calandrao,y2M L.)occursornot

inJapan.

InvestigationswerecarriedoutatMiyazaki

CityinKyusyuls]andandOsakavicinityin1954.

andattheboundarylocalitybetweenNaraandII
MiePrefecturesin1955.

2. Thenumberofthericeweevilonstanding

wheatdecreases-with an increase ofdistance

from probablesourcesuchasfarmer′sresidences

(Fig.1andTable1). Thericeweevildoesnot

distributeevenlyalloverthewheatfieldsthat

aresituatedeven within tllereach oftherice

tveevil,butconcentratesatparticularfieldsin

patclleS(Figs･1.and2)･

Thedensityofthericeweevilsonawl一eat

fieldinMiyazakiCitywasveryllighascompared

with tllatOfinOsakavicinity. In Miyazaki

City,wecouldfrequentlyobseⅣeasmanyas

fifty weevilsperear, butin Osakn vicinity

sevenweevi一sperearwere tilelargestnumber

everobservedandittookuPthetbtaltimeof

1300minutestocollectseventyoneweevi15Lfrom

standingwIleat.

3. Varioustypesofinvasionintowheatfie一ds

by′thericeweevilareshowninFig.3.

4. Thedegreesofthefieldinfestationbythe

riceweevilamong wlleat,barley andlluSked

bar一eywerestudiedatthreelocalities(Tables2-

4). ThewheatofMyazakiCity, thehusked

barleyofOsakn Vicintyaswellasthatoftile

boundary 】ocalitybetweenNaraandMiePre-

fectureswerethemostheavi)yinfested cropsof

alL Barleywastheleast.infested crop by the

riceweevilAtanylocality.

5. Fiflyearsweretakenatrandom from five

sectionsdifferingindleirdegreeofinfestationby

thericeweevi]･andtheresppctivenumbersof

tIlericewcevilemergedareexamined(Fig.4)/

FromtheearsinthesectionofH10moreweevils"

I




